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超迅速 Sr-90分析法 

Rapid Sr-90 analysis on site 

 

※化 研  ○川上智彦、津口明、圷英之、根本忠洋、田仲睦、戸祭智、花本行生 

KAWAKAMI, Tomohiko; TSUGUCHI, Akira; AKUTSU, Hideyuki; NEMOTO, Tadahiro;  

TANAKA, Atsushi; TOMATSURI, Satoshi; HANAMOTO, Yukio  

１．はじめに 

1F の事故後、放射性核種分析への関心は高まり、食品や一般環境中の放射性核種分析が

多く行われた。しかし、β線核種である Sr-90 は、Cs-134 や Cs-137 等のγ核種分析のよ

うに直接計測することは難しい。公定法では、スカベンジングから 2 週間後、Sr-90 と Y-

90 の混合液から Y-90 を分離（ミルキング）し計測するため、結果を得られるまでに 3～4

週間の長期間を要する。また、共存する Ca 量により、計測効率が変化するため Ca 分離操

作を行うなど、分析熟練者を必要とする。 

本研究は、1F 事故などのような過酷事故直後に緊急にモニタリングするための手段とし

て、超迅速に誰でも Sr-90 を分析できるようにすることを目的とした。 

 

２．実験方法 

今回の計測では液体シンチレーションカウンター（以下、LSC）を用いた。LSC は、測定

溶液中に Ca が含まれていても計測の妨害にはならならず、Sr-90 と Y-90 が共存した状態

で LSC により Sr-90 と Y-90 の放射能が計測できる。液体試料であれば直接計測でき、前処

理を必要とせずに測定結果を得るまでの時間を大幅に短縮できる。そしてβ線のエネルギ

ースペクトルが得られるため、既存法より定性的判断ができる。 

模擬試料を低カリウムバイアルに分取し、シンチレータとしてウルチマゴールド AB を添

加した。撹拌後、LSC（パーキンエルマー製 Tri-Carb 3110TR 及び HIDEX 製 Triathler245-

305）を用いて計測した。 

 

３．結果・まとめ 

図１に高濃度Sr-90模擬サンプル溶

液の LSC による計測スペクトルを示

す。Y-90 は、ろ過や活性炭吸着によっ

て除去をすることができるためコロ

イド状であり、Sr-90 を極めて短時間

で計測することが可能となった。ポー

タブルなLSCを用いて現場簡易分析に

応用できる。この方法は、原子力事故

時の現場迅速測定法として有効であ

る。 

※KAKEN Inc. 図１ 模擬サンプルの計測スペクトル 
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